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　　　　　　午前１０時０３分　開会

○議長（松川峰生君）　平成２３年第３回別府市議会定例会は、成立いたしました。

　　地方自治法第１２１条の規定により、説明のため市長ほか関係者の出席を求めましたの

　で、御了承願います。

　　開議に先立ち、報告事項がございます。

　　去る７月１４日、東京都において開催されました第１０８回全国競輪主催地議会議長会

　定期総会に出席いたしましたが、その概要については、お手元に報告書を配付しておりま

　すので、これにより御了承願います。

　　これより、会議を開きます。

　　本日の議事は、お手元に配付しております議事日程第１号により行います。

　　日程第１により、会議録署名議員の指名を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において指名いたします。

　　会議録署名議員に、２番三重忠昭君、１３番吉冨英三郎君、２４番泉武弘君、以上３名

　の方々にお願いいたします。

　　次に、日程第２により、会期の決定を議題といたします。

　　今期定例会の会期は、本日から９月２２日までの１７日間といたしたいと思いますが、

　御異議ありませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（松川峰生君）　御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から９

　月２２日までの１７日間と決定いたしました。

　　次に、日程第３により、議第５８号平成２３年度別府市一般会計補正予算（第３号）か

　ら、議第７１号市道路線の認定及び廃止についてまで、以上１４件を一括上程議題といた

　します。

　　提案理由の説明を求めます。

　　　　　　（市長・浜田　博君登壇）

○市長（浜田　博君）　平成２３年第３回市議会定例会の開会に当たりまして、今回提出を

　いたしました諸議案の概要について、御説明いたします。

　　初めに一般会計補正予算ですが、今回補正します額は８億８，７７０万円で、補正後の

　予算額は総額４５１億２，１９０万円となります。

　　その主な内容といたしまして、総務費では、前年度剰余金の確定に伴い、地方財政法第

　７条第１項の規定に基づき、別府市財政調整基金積立金の追加額を計上しております。

　　民生費では、県の補助金を活用し、ひとり暮らし高齢世帯や高齢者夫婦世帯を地域で見

　守り、支える体制づくりの一環として、緊急連絡先やかかりつけ医などの医療情報を記載

　したカードを容器に入れ、冷蔵庫に保管することで、緊急時の対応に備える「お守りキッ

　ト」の配布事業関連経費や、妊娠期からの子育て支援とのつながりづくりのための「プレ

　ママ・プレパパスクール」を実施する「子育てハッピースタート推進事業」及び授乳やお

　むつ替えの設備を持った施設を「赤ちゃんの駅」として登録し、乳幼児期の子育て世帯を

　地域全体で支える「赤ちゃんの駅設置促進事業」並びに要保護児童対策のための主任児童

　委員訪問促進事業に係る経費を計上しております。

　　また、東日本大震災発生後の高齢者住宅改造助成申請の増加に対応するため、家具転倒

　防止器具取付委託料の追加額を計上しております。

　　衛生費では、すでに実施をしております、子育てに関する食生活指導事業及び妊産婦交

　流会事業等を育児不安の軽減や安心・安全な出産に向け、さらにきめ細やかな支援とする

　ために、県の補助金を活用し、必要物品の購入経費を計上しております。

　　農林水産業費では、森林環境税を原資とした県の補助金を活用し、竹林の再生を目的と
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　した伐竹等委託料を計上しております。

　　土木費では、市道の舗装改修及び側溝改修等維持補修工事費と街路灯・防犯灯のＬＥＤ

　化工事費、旧坊主別府線の街路樹植栽工事費、実相寺中央公園整備に係る用地購入費及び

　パークゴルフ場と散策の森整備に向けた測量設計等委託料、野口公園、浜脇公園など市内

　の各公園の改修工事費、上野口住宅Ｄ棟屋根防水改修工事費などの市営住宅施設整備工事

　費を計上しております。

　　消防費では、県の地震・津波等被害防止対策緊急事業費補助金を活用し、津波発生の際

　の避難路整備や津波警戒標識及び海抜表示板を設置するための経費を計上しております。

　　教育費では、旧南小学校管理棟の解体工事費、市内各小学校普通教室等の扇風機設置工

　事費及び南立石小学校のプール防水改修の工事費を計上しております。

　　災害復旧費では、去る５月２９日の台風２号及び６月の梅雨前線豪雨により被害を受け

　ました農地及び農業用施設の災害復旧工事費を計上しております。

　　なお、これら事業のうち道路維持、植栽管理、その他都市公園整備及び市営住宅整備並

　びに小学校施設整備に要する経費の計約１億３，５００万円を本市独自の経済対策として

　位置づけております。

　　特別会計については、競輪事業ほか３特別会計について、前年度決算に伴う繰越金の計

　上を中心とした補正予算となっております。

　　次に予算外の議案につきまして、条例関係５件、その他４件の計９件を提案しておりま

　す。

　　議第６３号平成２２年度別府市水道事業会計決算の認定及び平成２２年度別府市水道事

　業剰余金の処分については、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２２年度

　別府市水道事業会計決算を監査委員の意見をつけて議会の認定に付するとともに、同法第

　３２条第２項の規定により、平成２２年度別府市水道事業剰余金の処分について、議会の

　議決を求めるものであります。

　　議第６４号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に

　ついては、スポーツ振興法の全部を改正するスポーツ基本法の施行により、スポーツ振興

　法に定められていた「体育指導委員」の名称が「スポーツ推進委員」に変更されたことに

　伴い、条例を改正しようとするものであります。

　　議第６５号別府市税条例等の一部改正について、及び議第６６号別府市都市計画税条例

　の一部改正については、現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図る

　ための地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例を改正しようとするものであ

　ります。

　　議第６７号別府市スポーツ振興審議会に関する条例の全部改正については、スポーツ振

　興法の全部を改正するスポーツ基本法の施行により、スポーツ振興法に定められていた「ス

　ポーツ振興審議会等」が「スポーツ推進審議会等」に改められたことに伴い、条例を改正

　しようとするものであります。

　　議第６８号別府市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正については、市営西別

　府住宅Ｃの建設及び市営大仏住宅の廃止に伴い、条例を改正しようとするものであります。

　　議第６９号工事請負契約の締結については、中央浄化センター中央監視制御設備更新工

　事の工事請負契約の締結について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

　に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　　議第７０号動産の取得については、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車を買い入れる

　ことについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条

　の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　　議第７１号市道路線の認定及び廃止については、市道路線を認定及び廃止することにつ
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　いて、道路法の規定により議会の議決を求めるものであります。

　　以上をもちまして、提出いたしました各議案の説明を終わります。

　　何とぞ、慎重審議をよろしくお願いいたします。

○議長（松川峰生君）　次に、監査委員から、水道事業会計決算に対する審査意見の報告を

　求めます。

　　　　　　（監査委員・櫻井美也子君登壇）

○監査委員（櫻井美也子君）　ただいま上程されました、議第６３号平成２２年度別府市水

　道事業会計の決算につきまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき審査いた

　しましたので、その結果について御報告申し上げます。

　　まず、財政収支の状況でございますが、収益的収支の収入は２６億６，７１３万７，０００円

　に対し、支出は２３億３１４万円となっています。

　　次に、資本的収支でございますが、企業債等の収入は１億１, ２６９万７，０００円で

　あり、これに対し建設改良費及び企業債償還金などの支出は１１億９，００１万４，０００

　円で、差し引き１０億７，７３１万７，０００円の収入不足額となっております。この

　不足　額は、過年度分損益勘定留保資金５億７, ６０５万９，０００円、利益剰余金処分

　額２億６，０５７万５，０００円、建設改良積立金２億円、当年度消費税及び地方消費税資

　本的収支調整額４,０６８万３，０００円で補てんされております。

　　また、損益計算書では、総収益２５億４，２６９万４，０００円に対し、総費用

　は２２億１，９４０万円で、当年度純利益は３億２，３２９万４，０００円となってお

　り、前年度からの繰越利益剰余金はございませんので、当年度純利益が当年度未処分

　利益剰余金となっております。この当年度未処分利益剰余金は、企業債償還金に充て

　る減債積立金に２億６，０５７万５，０００円、建設改良事業に充てる建設改良積立金に

　６，２７１万８，０００円を翌年度に処分するよう予定されております。

　　次に、経営内容について申し上げますと、施設の利用状況は、簡易水道事業を除く本市

　の１日の配水能力は７万６, ６８０立方メートル、１日の平均配水量は４万９, １８６立

　方メートルであり、施設利用率は６４．１％で、前年度と比べ２．４ポイント上昇しており

　ます。また、１日の最大配水量は５万９,７６２立方メートルで、最大稼働率は７７．９％

　となっており、施設能力には余裕があるといえます。

　　次に、１立方メートル当たりの給水原価は１４６円７８銭で、供給単価は１６１円２８

　銭となっており、前年度に比べ給水原価は１銭下がり、供給単価は４２銭上がっておりま

　す。

　　次に、労働生産性については、職員１人当たりの給水量は２０万６, ９０１立方メート

　ルで、前年度に比べ１, ４０３立方メートルの減少、営業収益は３, ５０１万８, ２０３

　円で、前年度に比べ１５万１, ８６０円の増加、給水人口は１, ７０４人で、前年度に比

　べ２９人減少しております。

　　今回の決算審査において、年間総有収水量が、前年度と比較して１０万７，２７６立方

　メートル増加していますが、有収率は前年度と比較して２．７ポイント下降しております。

　有収率が下降した主な要因としては、年間総配水量の増加が年間総有収水量の増加を大き

　く上回ったこと、さらには水道施設の損傷等により無効となった水量、特に地下不明水量

　が前年度と比較して５８万２，６００立方メートル増加したことが主な要因であります。

　有収率は、事業経営に影響を与えることから、無効水量の徹底した分析を行い、漏水防止

　対策を積極的に進め、有収率の向上を図っていただきたいと思います。

　　また、経営分析の結果を見ると、総収支比率及び営業収支比率は良好である一方、職員

　１人当たり給水人口、給水量、営業収益はそれぞれ２１年度類似団体平均と比べ大幅に下

　回っており、依然として改善が進まぬ状況であるため、労働生産性の向上に向け積極的な
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　取り組みを要望するところであります。

　　本年度は、船舶給水に係る給水料金等給水収益は増加していますが、今後も大幅な給水

　収益の増加が見込めない状況にあるなど、水道事業を取り巻く環境は依然として厳しく、

　経営分析の結果を踏まえ、さらなる経費の節減や定員管理の適正化、業務委託の推進等経

　営の効率化を図り、別府市地域水道ビジョンの基本理念である「豊富でおいしい水を、い

　つでもお客さまのもとへ」の実現に努められたいと意見を付しております。

　　終わりに、審査に付された決算諸表は関係法令の規定に準拠して調製され、その計数は

　関係諸帳簿及び証拠書類と正確に符合し、適正なものと認められたところであります。

　　平成２２年度決算の内容等、詳細につきましては、お手元に配付いたしております決算

　審査意見書により御了承賜わりたいと存じます。

　　以上、簡単ではありますが、決算審査の結果についての報告といたします。

○議長（松川峰生君）　以上で、各議案に対する提案理由の説明及び水道事業会計決算に対

　する審査意見の報告は終わりました。

　　お諮りいたします。会期日程により、全議案を考案に付したいと思いますが、御異議あ

　りませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（松川峰生君）　御異議なしと認めます。よって、全議案を考案に付すことに決定い

　たしました。

　　以上で、本日の議事は終了いたしました。

　　あす７日及び８日の２日間は、考案のため本会議を休会とし、次の本会議は、９日定刻

　から開会いたします。

　　本日は、これをもって散会いたします。

　　　　　　　午前１０時２１分　散会




